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令和７年度 東京都立荒川工科高等学校 全日制課程 学校経営報告 

 

東京都立荒川工科高等学校長  

長 田  学 

１ 今年度の取組目標と方策   

（１）教育活動の目標と方策に対する成果と課題 

ア 学習指導の充実・工夫 

【成果】 

（ア）習熟度別学習形態による指導を充実させ、学力の向上を図った（国語・数学・英語で実施）。 

（イ）オンラインを活用し、個に応じたきめ細かな指導を実施した。 

（ウ）全教職員の 90％以上が ICT機器を積極的に活用した。 

（エ）新聞・読書推進週間を教科横断的に実施した。 

（オ）「課題研究」において、各科で発表会を実施した。 

（カ）日本語指導を必要とする生徒の支援に外部人材を活用した。 

【課題】 

（ア）生徒の実態に即した基礎的・基本的な学力の定着を図る必要がある。 

（イ）企業と連携した授業（知の連携）の実施を拡大する必要がある。 

（ウ）PBLの取組を全教科で推進する必要がある。 

（エ）全教科におけるオンライン学習指導の充実を図る必要がある。 

 

イ 進路指導の充実・工夫 

【成果】 

（ア）マイキャリアノートを作成し３年間を通した進路指導計画を確実に実施した。 

（イ）求人票のオンライン化により生徒保護者との迅速な共有を行い、企業見学や採用面接に適切に対

応した。 

（ウ）Tokyo P-TECH関係企業との連携により、マナーやコミュニケーション能力の向上を図った。 

（エ）工業３科が連携し、資格取得・検定合格を目指した補講・補習を実施した。 

【課題】 

（ア）校外での進路行事の実施および、企業や専門学校等との外部連携の強化が求められる。 

（イ）オンライン企業説明会への参加体制や、オンライン面接に向けた準備体制の整備が必要である。 

（ウ）企業と連携した進路ガイダンスのさらなる充実が求められる。 

 

ウ 生活指導の充実・工夫 

【成果】 

（ア）生徒の規範意識向上に向け、統一指導および巡回指導を徹底し、授業規律の確立を図った。 

（イ）始業式・終業式等の機会を通して、SNS活用に関する注意喚起を適宜行った。 

（ウ）遅刻・欠席時には家庭への連絡を徹底し、粘り強く指導を行った。 

（エ）教育相談委員会を計画的に実施し、教育相談センターと連携した校内研修を実現した。 

（オ）いじめアンケートを年 3回実施し、いじめ案件に対応し解消できた。 



【課題】 

（ア）チャイムによる始業・終業の徹底および、授業準備を休み時間に行う指導の徹底が課題である。 

（イ）セーフティ教室など学校行事による生徒への注意喚起をより充実させる必要がある。 

（ウ）特別な支援を必要とする生徒および保護者への支援体制を強化する必要がある。 

 

エ 特別活動・部活動の充実・工夫 

【成果】 

（ア）教科「人間と社会」において、通年のボランティア活動を実施した。 

（イ）生徒会活動の活性化のため、球技大会を生徒会主催で実施した。 

（ウ）学年ごとに工夫し、球技大会等を通してクラスの親睦を深める特別活動を実施した。 

【課題】 

（ア）教科「人間と社会」における地域関係団体との連携強化と安全確保が必要である。 

（イ）「知の連携」を活用した学校行事の充実を図る必要がある。 

（ウ）部活動の活性化に向けた方策を検討する必要がある。 

（エ）道徳教育を充実させ、人権について意識付けをする必要がある。 

 

オ 健康づくりの啓発 

【成果】 

（ア）組織体制の強化を図った。 

【課題】 

（ア）生徒の安心・安全を確保する取組の強化が求められる。 

（イ）生徒の健全育成に向けた保護者との連携をさらに強化する必要がある。 

（ウ）教育相談体制の確立に向け、特別支援コーディネーターとの連携強化が必要である。 

 

カ 生徒募集活動・学校広報活動の充実・工夫 

【成果】 

（ア）近隣中学校校長会において、本校の生徒募集活動・学校広報活動を充実させた。 

（イ）学校案内を刷新した。 

【課題】 

（ア）学級減に伴う文化祭の在り方の検討および、地域祭りにおける魅力発信方法の検討が必要である。 

（イ）本校のオンライン学習支援について、受検生および保護者への理解促進を図る必要がある。 

 

キ 学校経営・組織体制の改善・充実 

【成果】 

（ア）学級減に伴い課題解決意識が向上し、学校ビジョンの共通理解が進んだ。 

（イ）経営企画室との連携を強化し、事務処理の円滑化を図った。 

（ウ）体罰ゼロを維持し、いじめ及び体罰防止アンケートを適切に実施した。 

（エ）個人情報の紛失・流出事故ゼロを達成した。 

（オ）学校評価アンケートを実施した。 

【課題】 

（ア）学級減に対する組織的な対応が求められる。 



（イ）多様化する ICT関連業務に対し、組織として対応する体制整備が必要である。 

（ウ）定時制課程との協働体制の構築が課題である。  

 

（２）重点目標と方策  

ア 学校課題解決に向けたチーム力の強化  

 

 イ 学習課題の把握と授業力の向上 

重点目標 方策及び具体的な取組 数値目標 
達 成：○ 

未達成：× 

課題解決に向けたチー
ム力の向上とチーム効
力感の情勢 

服務事故防止研修 年３回以上 ○：３回実施 

個人情報の管理徹底を目的と
した校内研修 

年２回以上 ○：２回実施 

定時制課程との協働連絡会 随時 ○：適宜実施 

地域とのパートナーシッ
プの確立 

都立学校開放事業、地域の
祭り、保育・障がい者施設等
のボランティア活動 

年５回以上 〇：５回実施 

ライフ・ワーク・バランス
の推進と業務の効率化 

マイクロソフトオフィス３６５の活
用 在校時間月６０時

間超えの教員ゼロ 

×：時間超過勤
務教員あり 

○：閉庁日実施 
閉庁日の設定や計画的な年
休取得 

重点目標 方策及び具体的な取組 数値目標 
達 成：○ 

未達成：× 

企業等との「知の連

携」の推進 

授業内における企業等との連携

指導 

各科３回以上計９

回 
×：０回 

生徒の基礎学力を 

把握 

個に応じたきめ細かな指導 
学力不振中途退

学者０名 
×：２名 

生徒理解を目的のケース会議実

施 

各学期１回以上

実施 
○：３回実施 

授業改善の組織体制

を構築 

ＩＣＴ機器等を活用した授業の実

施 

各教科計画的に

実施 
○：全教科実施 

教師道場、研究員制度、若手教

員研修を活用した研究授業や校

内研修を実施 

各学期１回 ○：３回実施 

新しい価値を創造す

る力を育む教育を工

夫・改善して推進 

「課題研究」「実習」及び「拠点校

実習」では、科学的探究力の育

成について成果をまとめ、主体

的・対話的な深い学びへとつな

げる。 

発表機会を設定 

○：課題研究 

各科による発表

会実施 

学校図書館や読書週

間を活用した読解力

の育成 

教科横断的に授業の中で図書館

を活用した調べ学習を実施す

る。 

不読率を５０％以

下 

×：不読率 

７５％ 

より良い生き方を主体

的に選択して行動す

る力の育成 

地域や関係機関と連携し、教科

「人間と社会」の指導内容・方法

を工夫改善 

各章における発

表会の実施 

〇：全校生徒参

加による発表会

実施 



 

ウ キャリア教育の充実と免許・資格の取得・合格  

 

エ 安全教育の推進 

【成果】 

荒川区との防災協定について再検討を開始した。 

【課題】 

地域の消防署や警察署との連携 

 

オ 規範意識の向上と良好な人間関係構築 

英会話コミュニケーシ

ョン能力の育成 

基礎的な学習を繰り返し、英語に

対する苦手意識を払拭させる。 

英検受験者５名

以上 
〇：８名受検 

重点目標 方策及び具体的な取組 数値目標 
達 成：○ 

未達成：× 

生徒一人ひとりの適性
に応じた進路希望の
実現 

生徒一人一人の進路希望を把握
する。 

進路決定率 
１００％ 

○：１００％ 

生徒一人一人の能力を引き出す
就労支援 

就職決定率 
１００％ 

○：１００％ 

外部講師を招聘し、社会人として
のマナーやコミュニケーション能
力を高める。 

１回以上実施 〇：実施 

第２学年でインターンシップを実
施する。 

１人１社以上 
参加 

〇：実施 
新規企業開拓 

工業系、電気系大学と連携した
出前講義 

１回以上実施 ×：未実施 

企業と連携した進路ガイダンスの
実施 

年１回以上 ○：１回実施 

国家資格の合格 
電気工事士（第一種、第二種） 

１５名以上 ○：２０名以上合
格 

特殊無線技士（第二級陸上特殊
無線技士） 

５名以上 ×：０名 

各種検定 

英語検定への受検 ５名以上 〇：８名受検 

数学検定への受検 ５名以上 ×：０名 

情報技術検定への受検 ３０名以上 
〇：情報技術科
全員受検 

各種制度の認定 ジュニアマイスター顕彰制度 各科１名以上 
×：電気科のみ
5名 

重点目標 方策及び具体的な取組 数値目標 
達 成：○ 

未達成：× 

生活指導の充実 

頭髪服装指導 年３回以上 △：各学期実施 

ＳＮＳ使用についてのホームルー

ム指導 
年３回以上 △：各学期実施 

基本的生活習慣の 

確立 

登校時の校門指導 

（皆勤者の増加） 

各クラス５人 

以上 

△：皆勤者 

全体で ２０人 

粘り強い遅刻指導 
１日当たり３人以

下 
×：１５名以上 

教育相談体制の確立 教育相談委員会の実施 年３回以上 ○：３回以上 



 

カ 生涯にわたる心身の健康の保持増進  

 

キ 特別活動・部活動の活性化 

重点目標 方策及び具体的な取組 数値目標 
達 成：○ 

未達成：× 

地域貢献活動の推進 
地域と連携した事業を実施し、
地域貢献を積極的に行う。 

年３回以上 
×：軽音部の校外
演奏活動実施 

オリンピック･パラリンピ
ックレガシー教育 

各ボランティア活動へ積極的に
参加させ、自発的な貢献力を育
成する。 

年１回以上 

〇：球技大会での
ボッチャ、学年行
事での車いすバ
スケを実施 

部活動の活性化 

各種競技大会・コンテスト等へ
の積極的参加 

各部年２大会回 
以上参加申し込
み 

△：各部公式戦
参加あり 

文化・スポーツ等特別推薦を実
施し、部活動に意欲ある生徒を
確保する。 

加入率８０％ 
以上 

×：２９％ 

生徒対象の熱中症防止研修等
を実施し、安全指導の徹底を図
る。 

重大事故０ ○：重大事故０ 

 

 

ク 専門高校の魅力を発信する広報活動と生徒募集対策  

実施 

問題行動未然防止 

外部関係機関と連携したセーフ

ティ教室、薬物乱用防止教室、

交通安全教室 

問題行動０ ×：１０人 

重点目標 方策及び具体的な取組 数値目標 
達 成：○ 

未達成：× 

学校保健計画に基づ
き、生徒の心身の関
わる健康づくりの推進 

薬物乱用防止教室 年１回以上 〇：実施 

飲酒・喫煙防止教室 年１回以上 ×：実施せず 

感染症等の注意喚起と情報発
信 

時季に応じて実施 ○：適切に実施 

食物アレルギーに関する校内
研修実施 

年間１回以上 ○：適宜実施 

健康に関する理解促
進 

専門家を招聘した講演会の実
施 

年１回以上 ×：実施せず 

重点目標 方策及び具体的な取組 数値目標 
達 成：○ 

未達成：× 

学校の魅力を効果的

に発信する広報活動

の推進と生徒募集対

策の充実 

在校生による母校訪問 生徒３０名以上 〇：実施（３年生） 

ホームページからの情報発信 年５０回以上 〇：200回 

工業３科を解説した学校案内の

作成 
７月末までに完成 ○：７月末完成 

学校説明会 各３回以上 ○：全て実施 



 

授業公開 ×：２回実施 

×：２回実施 体験入学 

小学生工作体験教室 

年１回以上 ○：実施 中学校の教職員や塾教員を対

象学校見学会 

教職員による中学校訪問 年１回以上 ○：実施 


